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各地区で推進協議会総会開催 

みよし推進協議会総会 
 ６月１日(土)みよし市サンアート研修室にて、来賓もご臨

席されて、令和元年度みよし推進協議会総会が開催さ

れました。今年度の事業として、中華民国の台中にて農

業振興事業の視察(６月)「海岸林再生ボランティアツア

ー」宮城県名取市(９月)を決定しました。 

 今年度は役員改選期にあたり幹事に増岡吉尚氏が新

役員に就任されました。 

               伊藤安信(筆) 

 

 

岡崎推進協議会総会 
６月１９日(水)、岡崎商工会議所にて岡崎推進協議会総

会が執り行われました。 

総会には中根義高県会議員、新海正春県会議員をはじ

め、今年度愛知県支部会長に就任された光岡保之氏、オ

イスカ高等学校・オイスカ開発教育専門学校理事長の寺

田良太郎氏にもご臨席賜りました。 

総会では前年度の決算・報告、今年度の予算・計画など

が滞りなく審議、承認されました。 

農業研修生ソヌ(インド)、オイスカ高校留学生 2名(インド)

の発表も行われ、立場は異なりますがそれぞれの目標に向

け努力している姿が印象的でした。  

小礒雅章(筆) 
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ラ
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世
界
は
一
つ 

 
 

「
世
界
は
一
つ
」
と
言
う
詩
文
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
容
が
世
界
の
友
好
と
平
和
を
目
指
す
オ

イ
ス
カ
の
活
動
に
一
致
す
る
詩
で
す
。
中
部
日

本
研
修
セ
ン
タ
ー
が
３
０
年
前
に
豊
田
市
に
建

設
さ
れ
た
時
に
、
西
尾
市
の
故
武
内
利
祐
さ

ん
、
斉
藤
保
夫
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
詩
人
「坂

村
真
民
氏
」
の
詩
を
石
碑
と
し
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
碑
は
、
今
も
当
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
北
側
に
あ
り
ま
す
。 

 

本
年
６
月
の
あ
る
日
、
千
葉
県
の
あ
る
詩
愛

好
家
よ
り
、
石
碑
の
全
文
を
教
え
て
ほ
し
い
と

電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
坂
村
真
民
氏
の
詩
は
１

０
０
０
０
首
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
内
７
０
０
首
が
石

碑
と
し
て
全
国
に
あ
る
そ
う
で
す
。 

そ
の
愛
好
家
は
全
国
を
廻
っ
て
い
る
そ
う
で
、

当
セ
ン
タ
ー
に
も
訪
問
し
た
い
と
言
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
碑
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。 
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安城推進協議会総会 
 

 安城推進協議会総会が６月１日（土）、安城市民会館

にて開催され、出席者は会員・女性部・海外研修生で

総勢３２名となりました。 

今回の主要議題は役員改選です。杉浦会長が勇退

されて、新会長には、安成工業株式会社の会長である

長田昭吾氏が就任され、ご挨拶がありました。大阪マ

ラソンのチャリティーランナー支援募金では、１万円の

ご協力をいただきました。総会終了後、懇親会を催し

ました。 

                 村松 明(筆) 

 

 

刈谷推進協議会総会 
 

６月１０日（月）、瓦屋で刈谷推進協議会総会が開催

されました。来賓の酒井庸行参議院議員が最後まで

ご出席下さいました。刈谷推協は、毎年㈱淺野機械

工業所とシマツ㈱が「国際青年養成講座」に新入社

員を派遣。中王食肉㈱がタイのアユタヤの国立公園

に植林を実施。また多くの会員様に、チャリティゴル

フ、研修生修了式等にご参加いただいています。今

年の事業計画では、碧南市で実施されるオイスカデ

ーへの参加、チャリティゴルフ大会の参加などが計画

承認されました。総会終了後には、海岸林再生プロジ

ェクト支援を目的とした「大阪マラソンチャリティーラン

ナー支援」募金に、２万円の募金が寄せられました。  

           小杉裕一郎(筆) 

 

半田推進協議会総会 
６月１８日（火）、半田市内のステーキハウス森牧場でオイ

スカ半田推進協議会総会＆交流会が行われました。 

富田会長をはじめ会員の皆様、ライオンズクラブの皆様、

オイスカ職員、研修生の計２４名が参加しました。はじめに

(有)大河原電機様へ会員継続４０年の功労賞が贈呈され、続

いて富田会長より推協の活動状況、会員増強の呼びかけな

どご挨拶を頂きました。 

交流会では、２年間の研修を終え８月にマレーシアへ帰国

するセーハが日本で学んだ事や、帰国後は日本料理とマレ

ーシア料理を組み合わせた料理の店を開きたいというプラン

を発表しました。また、インドのソヌは日本で学びたいことにつ

いてスピーチをしました。交流会の最後には恒例のチキンダ

ンスを参加者全員で踊り、とても楽しい交流会を行うことが出

来ました。 

また、富田会長より大阪マラソンのチャリティー募金を呼び

掛けて頂き、４万円のご協力を頂きました。 

交流会の前には、研修生が常滑の名産品である常滑焼の

絵付け体験をさせて頂きました。 

このような素晴らしい機会を与えて下さったオイスカ半田推

進協議会の皆様に心よりお礼申し上げます。有難うございまし

た。                        中村 仁美 （筆） 

   

 

         碧南高浜推進協議会総会 
 

６月１５日(土)碧南商工会議所にて、オイスカ碧南高浜推

進協議会(会長杉浦孝成氏)が開催されました。 

 当日は禰冝田市長、鈴木議長のご出席をいただきました。 

 オイスカ会員継続４０年の功労賞がクロダイト工業(株)と

(有)井上建築設計室の 2社に贈呈され、続いて会員継続 

３０年の感謝状が丸共運送(株)、白竹建設(株)、生田隆司氏

に贈られました。                   村松 明(筆) 
 

   

西尾推進協議会総会 

 

 ６月８日(土)西尾市和食処「だるま」で西尾推進協議

会総会が開催されました。平成３０年事業報告・収支

決算並びに監査報告と令和元年事業計画・予算案な

どが審議され承認されました。海外研修生を代表し、

マイヌルがバングラデシュ研修センターの活動報告を

行いました。続いて西尾市内の三河ダイハツの技能実

習生の自己紹介などがあり、懇親会が和やかにとり行

われました。 

              村松 明(筆) 



                             

                             

                             

                          
 

   

オイスカ友の会が「桃の袋掛け」ボランティア 
６月７日（金）、オイスカ友の会（佐藤鋹弘会長）会員

が、オイスカ桃畑で「桃の袋掛け」作業のボランティア活

動をして下さいました。オイスカ畑では白鳳と日川白鳳の

２種類を栽培しており、数十本の桃の木にたわわになる実

一つ一つに袋をかける作業は大変です。この日友の会か

ら２０名以上の応援団が畑に参集、雨が降る中、黙々と作

業を進めていただき、午前中にすべての袋掛け作業が完

了しました。午後は、研修 

生との交流会・昼食会を 

行い、大変充実した楽しい 

一日となりました。 

会の終わりには、佐藤会 

長から昨年に引き続き 

5万円の寄附金贈呈が 

ありました。 

友の会からいただいた寄附 

金で研修生の部屋にエアコ 

ンを配備することができま 

した。 

友の会の皆様、ありがとう 

ございました！！ 

       小杉裕一郎(筆) 

 

 

 

 

６月２２日(土)に、農業研修生のマイヌル・ソヌ・フランシスと、技能実習生のファリヒン・ハフィジが、静岡県浜松市にあるオ

イスカ高校メヒルギ祭に参加しました。メヒルギ祭ではバザーで、家政研修生のセーハが作ったシフォンケーキとココアクッ

キー、オイスカの卵、にんにく、手作りキウイジャム、海外民芸品を売りました。オイスカ高校の学生もバザーを手伝ってくれま

した。研修生達も、「どうぞ、ごらんください！」「いかがですか？」「ココアクッキー、あと３つです！」「また来てください！」と、

積極的に声がけをしてくれました。 

また、クラスや部活動の出し物やステージでのライブも見ました。オイスカ高校は、海外からの留学生もたくさんいて、研修

生達も留学生達と交流ができました。ソヌは、同じインドからの留学生と話ができてうれしそうでした。 

最後に、オイスカ高校にあるメヒルギを見ました。メヒルギとは、マングローブの一種で、オイスカ高校のメヒルギは、浜名

湖に隣接して植えられています。研修生は、メヒルギのことを教えてもらったり、メヒルギの写真を撮ったりしていました。 

 

芦田奈々(筆) 

  

 

バザーの様子              メヒルギの前で、メヒルギの説明を     茶道部の生徒が出してくれた抹茶と 

聞く研修生                      お菓子をいただく研修生 

 

 

 6 月 研 修 生 の 活 動  芦 田  奈 々 （ 筆 ） 

上鷹見こども園交流会 
６月１８日(火)に、研修生のセーハとメレが、上鷹見こども

園・中金こども園の子ども達と交流をしました。交流会で

は、子ども達と一緒に「つながれ、わっしょい！」という体操

と、「チキンダンス」「オセロゲーム」をしました。 

「チキンダンス」は、みんなで手をつなぎ、円になって

元気いっぱいに、３回もダンスしました。 

最後に交流会のお礼ということで、七夕の飾りと、七夕

の歌のプレゼントをもらいました。七夕の飾りは、中部セン

ターの玄関に飾ってあります。 

こども園のみなさん、楽しい交流会をありがとうございま

した！ 

           芦田奈々(筆) 

  

      子ども達から七夕の飾りをもらうセーハ 
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ク
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ー
ト
リ
ッ
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内
藤
正
弘  

(

豊
田
市) 

水
野
隆
市  

(

み
よ
し
市) 

安
成
工
業 

株
式
会
社 

(

安
城
市) 

鈴
木
宏
枝  

（碧
南
市
） 

  

寄
付
金 

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ 

株
式
会
社 

(

大
府
市) 

大
日
本
土
木
株
式
会
社 

名
古
屋
支
店 

 

(

名
古
屋
市) 

リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社 

(

名
古
屋
市) 

オ
イ
ス
カ
友
の
会 

(

豊
田
市) 

加
藤
英
行 (

豊
田
市) 

佐
貫
将
吉 (

弥
富
市) 

公
益
財
団
法
人 

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
環

境
財
団 

(

名
古
屋
市) 

書
き
損
じ
は
が
き 

株
式
会
社 

磯
貝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所 

(

高
浜
市) 

加
藤
英
行 

(

豊
田
市) 

杉
江
真
裕
美 

(

豊
田
市) 

 

 

行
事
予
定
表 

 

７
月
予
定 

６
日 

 

丹
羽
推
協 

富
士
山
の
森
活
動
参
加 

 
 

 
 
 

 

研
修
生
富
士
山
の
森
活
動
参
加 

８
～
９
日 
豊
田
推
協
海
岸
林
植
林
ツ
ア
ー 

９
日 

 
 

み
よ
し
推
協
幹
事
会 

１
０
日 

 

蒲
郡
推
協
総
会 

１
３
日 

 

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
交
流
会 

２
５
日 

 

愛
知
県
支
部
幹
事
会 

２
８
日 

 

蒲
郡
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会 

２
９
日 

 

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会 

 
 

８
月
予
定 

３
～
４
日 

英
語
キ
ャ
ン
プ 

５
～
６
日 

ス
ペ
シ
ャ
ル
キ
ャ
ン
プ 

２
４
日 

 

オ
イ
ス
カ
友
の
会
交
流
会 

２
５
日 

 

セ
ー
ハ
修
了
式 

更
新
会
員
名
簿(

続
き)  

奥
田
工
業
株
式
会
社
、
豊
安
工
業 

株
式
会

社
、
中
村
仁
美
、
あ
い
ち
豊
田
農
業
協
同
組

合
、
伊
藤
晋
治
、
株
式
会
社 

鬼
頭
精
器
製
作

所
、
自
由
民
主
党
愛
知
第
十
一
選
挙
区
支
部
、

牧
原
胃
腸
科
外
科
、
堀 

清
一
、
愛
東
運
輸 

株

式
会
社
、
株
式
会
社 

福
田
土
地
、
株
式
会
社 

鈴
木
モ
ー
タ
ー
ス
、
前
田
保
好
、
大
河
内
鋭
造
、

有
限
会
社 

大
成
保
険
事
務
所
、
光
岡
保
之
、

服
部
潤
一
、
有
限
会
社
エ
ス
ケ
イ
精
機
、
土
井

文
貴
雄
、
太
啓
建
設 

株
式
会
社
、
黒
柳
喜
恒
、

覚
勝
寺
、
西
方
隆
信
、
日
比
正
弘
、
株
式
会
社 

寿
恵
弘
、
佐
藤
鋹
弘
、
石
黒
千
恵
美
、
佐
藤
順

一
、
柴
田
賢
市
、
鈴
木
雅
博
、
株
式
会
社 

モ
ダ

ン
装
美
、
榊
原
昌
子
、
川
合
自
動
車 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

コ
バ
ッ
ク
、
株
式
会
社 

ヤ
ナ
ギ

サ
ワ
自
動
車
販
売
、
鈴
木
康
予
、
井
奥
隆
子
、

市
村
直
生
、
神
谷
弘
生
、
川
上
建
材 

株
式
会

社
、
名
古
屋
東
部
陸
運 

株
式
会
社
、
鈴
木
宏

政
、
深
津
憲
男
、
株
式
会
社 

フ
カ
デ
ン
、
清
水

孝
紀
、
株
式
会
社 

ル
ー
ト
、
株
式
会
社 

和
光

サ
ー
ビ
ス
、
三
ツ
石
靖
子
、
加
藤
産
業 

株
式
会

社
、
ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム
、
合
資
会
社 

鳥
居
種
苗

店
、
豊
田
汽
缶 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

三
重

設
計
、
横
山
興
業 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

太

啓
、
株
式
会
社 

鈴
鍵
、
大
豊
工
業 

株
式
会

社
、
豊
田
鉃
工 

株
式
会
社
、
矢
作
産
業 

株
式

会
社
、
医
療
法
人 

豊
和
会 

老
人
保
健
施
設
か

ず
え
の
郷
、
日
本
介
護
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社
、

ダ
ン
フ
ー
ズ 

株
式
会
社 

名
古
屋
（
２
６
／
６
４
）
ホ
ク
ト
商
事 

株
式
会

社
、
大
日
本
土
木
株
式
会
社 

名
古
屋
支
店
、

リ
ン
ナ
イ 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

ジ
ェ
イ
テ

ク
ト
、
中
部
日
本
放
送 

株
式
会
社 

名
古
屋
南
（１
／
１
５
）
大
村
浩
彰 

日
進
長
久
手
東
郷
（２
／
６
）
鈴
村
己
智
幸
、
寺

本
芳
樹 

丹
羽
（２
４
／
６
６
）
三
輪
宮
子
、
近
藤
建
設 

株

式
会
社
、
千
田 

勝
隆
、
尾
関
和
宏
、 

ベ
ル
マ
ー
ク 

清
水
孝
江 

(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

磯
貝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所 

(

高

浜
市) 

株
式
会
社 

東
海
理
化 

(

丹
羽
郡
大
口
町) 

 

更
新
会
員
名
簿
（２
４
３
／
８
５
１
） 

安
城
（５
／
６
９
）三
浦
隆
敏
、
松
永
純
一 

奥
三
河
（
４
／
８
）
加
藤 

悟
、
穂
積
亮
次
、
横

山
光
明
、
後
藤 

齊 

尾
張
一
宮
（３
／
７
）中
部
政
治
経
済
会
議
、
大

興
建
設 

株
式
会
社 

刈
谷
（
２
／
４
９
）
沼
田
昭
雄
、
平
成
工
業 

株

式
会
社 

豊
田
（
１
１
３
／
２
５
９
）
松
山
赫
辰
、
株
式
会

社 

天
狗
堂
、
株
式
会
社 

豊
田
健
康
生
活
セ
ン

タ
ー
、
古
本
伸
一
郎
後
援
会
、
豊
田
彬
子
、
川

合
秀
和
、
大
嶋
雅
樹
、
キ
ン
グ
パ
ン
協
業
組
合
、

安
東
幸
太
郎
、
有
限
会
社 

杉
金
、 

新
入
会
員(

個
人) 

加
藤
孝
久 

(

み
よ
し
市) 

前
川
佳
郎 

(

安
城
市) 

清
水
孝
紀 

(

豊
田
市) 

中
島
竜
二 

(

豊
田
市) 

海
老
澤
要
造 

(

豊
田
市) 

古
木
吉
昭 

(

豊
田
市) 

中
村
孝
浩 

(

豊
田
市) 

 

寄
付
品 

安
田
浩
子 

(

名
古
屋
市) 

勝
亦
章
雄 

(

豊
田
市) 

門
池
千
尋 

(

豊
田
市) 

石
川
美
津
枝 

(

安
城
市) 

藤
井
貴
幸 

(

西
尾
市) 

中
村
さ
と
子 

(

高
浜
市) 

オ
イ
ス
カ
碧
南
高
浜
推
進
協
議
会 

女
性
部(

碧
南

市) 

明
保
澄
雄 

(

岡
崎
市) 

酒
向
淳
治 

(

豊
田
市) 

加
藤
英
行 

(

豊
田
市) 

小
林
ひ
ろ
み 

(

岡
崎
市) 

鈴
木
康
予 (

豊
田
市) 

鈴
木
哲
夫 

(

知
立
市) 

市
脇
公
平 

(

大
府
市) 

藤
井
貴
幸 

(

西
尾
市) 

水
野
カ
ナ
エ (

豊
田
市) 

今
井
英
夫 

(

新
城
市) 

加
藤
勝
久 

（豊
田
市
） 

㈱
遊
都 

（
豊
田
市
） 

富
田
司 

（常
滑
市
） 

睦
美
産
業
㈱ 

（半
田
市
） 

丹
羽
推
協
積
み
木
広
場
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

７
月
２
７
日 

子
供
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
東
海 

８
月
６
日 

 

大
口
町
南
保
育
園 

８
月
９
日 

 

扶
桑
町
立
栢
森 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

８
月
２
０
日 

扶
桑
町
立
高
尾 

〃 

８
月
２
３
日 

扶
桑
町
立
扶
桑
東 

〃 

８
月
２
９
日 

扶
桑
町
立
山
名 

 

〃 

更
新
会
員
名
簿(

続
き)  

宮
岡
克
年
、
株
式
会
社 

丸
一
建
商
、
樋
江
井 

誠
、
有
限
会
社 

大
森
新
聞
店
、
学
校
法
人 

む

つ
み
学
園 

扶
桑
幼
稚
園
、
大
前
温
子
、
北
川

周
一 

半
田
（
１
３
／
２
７
）
日
幸
ラ
イ
ト
工
業 

株
式

会
社
、
株
式
会
社 

ナ
カ
ノ
工
業
、
深
谷
勝
彦
、

有
限
会
社 

大
河
原
電
機
、
株
式
会
社 

森
島

商
店
、
株
式
会
社 

中
京
医
薬
品
、
有
限
会
社 

住
吉
金
物
機
器
セ
ン
タ
ー
、
あ
い
ち
知
多
農
業

協
同
組
合
、
ア
イ
ア
ー
ル 

株
式
会
社 

碧
南
高
浜
（３
／
５
９
）
鈴
木
勝
彦 

み
よ
し
（
２
３
／
５
６
）
小
嶋
博
見
、
福
安
金
之

助
、
み
よ
し
動
物
病
院
、
鈴
木
勇
夫
、
広
瀬
裕

久
、
鶴
田
真
理
子
、
鳥
居
鐐
一
、
株
式
会
社 

花
田
鐵
工
所
、
有
限
会
社 

鬼
頭
塗
装
店
、
小

山 

祐
、
株
式
会
社 

三
好
製
作
所
、
岡
本
守

直
、
山
内
一
郎
、
ア
イ
ミ
産
業 

株
式
会
社
、
長

岩
永
衛
、
福
田
喜
夫
、
長
岩
史
形
子
、
加
藤
孝

久
、
塩
谷
泰
羊
、
粕
谷
忠
弘
、
小
嶋 

潔
、
株
式

会
社 

鰐
部
製
作
所
、
株
式
会
社 

中
部
理
化 

セ
ン
タ
ー
（４
／
４
２
）
井
上 

孝 

三
重
（
１
５
／
２
９
）
川
喜
田 

淑
、
太
陽
化
学 

株
式
会
社 

 


